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「
説
得
力
の
あ
る
表
現
の
仕
方
に
注
意
し
て
話
し
た
り
聞
い
た
り
し
よ
う
」

～
聞
き
手
を
惹
き
つ
け
る
話
し
方
を
身
に
つ
け
よ
う
～

テ
キ
ス
ト

「
提
案
の
し
か
た
を
工
夫
し
よ
う

（
光
村
二
年
）

」

一

指
導
事
項

第
二
・
三
学
年
「
Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
ウ

話
の
内
容
や
意
図
に
応
じ
た
適
切
な
語
句
の
選
択
、
文
の
効
果
的
な
使
い
方
な
ど
説
得
力
の
あ
る
表
現
の
仕
方

に
注
意
し
て
、
話
し
た
り
聞
き
取
っ
た
り
す
る
こ
と
。

「
言
語
事
項

（
一
）
エ

」

相
手
や
目
的
に
応
じ
て
話
や
文
章
の
形
態
や
展
開
に
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
。

二

単
元
の
評
価
規
準

ア

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

イ

話
す
・
聞
く
能
力

ウ

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

・
技
能

話
の
内
容
や
意
図
に
応
じ
て
、

わ
か
り
や
す
い
表
現
や
相
手
の

相
手
や
目
的
に
応
じ
て
話
や
文
章

説
得
力
の
あ
る

表
現
の
仕
方
に

反
応
に
留
意
し
て

話
し
た
り
聞

の
形
態
や
展
開
に
違
い
が
あ
る
こ
と

注
意
し
て
、
話
し
た
り
聞
き
取
っ

い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

た
り
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

三

単
元
に
つ
い
て

○

本
単
元
の
指
導
事
項
と
し
て
、
第
二
・
三
学
年
「
Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
ウ
「
話
の
内
容
や
意
図
に
応
じ

た
適
切
な
語
句
の
選
択
、
文
の
効
果
的
な
使
い
方
な
ど
説
得
力
の
あ
る
表
現
の
仕
方
に
注
意
し
て
、
話
し
た
り
聞

き
取
っ
た
り
す
る
こ
と

「
言
語
事
項

（
一
）
エ
「
相
手
や
目
的
に
応
じ
て
話
や
文
章
の
形
態
や
展
開
に
違
い

」
、

」

が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
」
が
位
置
付
け
ら
れ
る
。
本
単
元
で
行
う
学
習
は
、
現
在
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

各
グ
ル
ー
プ
が
探
究
し
て
い
る
事
柄
の
発
表
に
向
け
た
「
習
得
・
活
用
」
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
十
一
月
実
施

の
屋
久
島
修
学
旅
行
の
事
前
学
習
と
し
て
行
っ
て
い
る
「
屋
久
島
学
習
」
の
成
果
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る

。

、

（

）

た
め
の
学
習
と
し
て
行
う

第
一
次
で
は

発
表
の
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

作
成
に
向
け
た
学
習
を
行
う
。
第
二
次
と
し
て
今
回
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
用
い
た
説
明
の
場
を
通

し
て
、
聞
き
手
を
意
識
し
た
説
得
力
の
あ
る
話
し
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

○

本
学
級
は
，
男
子
十
四
名
，
女
子
十
四
名
，
合
計
二
十
八
名
の
と
て
も
和
や
か
な
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
全
体
的
に

素
直
で
，
理
解
力
の
差
は
あ
る
が
熱
心
に
授
業
に
臨
む
。
教
師
の
問
い
か
け
に
対
し
て
も
反
応
は
よ
く
，
よ
い
雰

囲
気
で
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

生
徒
は
、
第
一
学
年
「
野
原
は
う
た
う

、
第
二
学
年
「
春
に
」
で
詩
を
朗
読
を
す
る
こ
と
に
よ
り

「
言
語
事

」

、

項

（
一
）
ア
「
話
す
速
度
や
音
量
、
言
葉
の
調
子
や
間
の
と
り
方
な
ど
に
注
意
す
る
こ
と
」
を
学
ん
で
い
る
。

」
ま
た
、
第
一
学
年
二
学
期
「
故
事
成
語
」
の
発
展
学
習
と
し
て
、
自
分
の
体
験
に
関
連
し
た
こ
と
や
今
後
に
生
か

せ
る
故
事
成
語
を
テ
ー
マ
に
ス
ピ
ー
チ
大
会
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
条
件
と
し
て
次
の
二
点
を
提
示
し
た
。
①
メ

モ
を
見
ず
に
、
話
の
柱
だ
け
を
暗
記
し
て
話
す
こ
と
。
②
二
分
以
上
話
す
こ
と
。
以
上
を
基
に
、
生
徒
全
員
教
壇

に
立
ち
、
ス
ピ
ー
チ
大
会
を
行
っ
た
。
ま
た
、
三
学
期
に
は
書
写
の
「
書
き
初
め
」
の
発
展
学
習
と
し
て

「
今

、

年
の
抱
負
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ス
ピ
ー
チ
大
会
を
同
じ
条
件
で
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
学
期
よ
り
、
学
期
末
（
学

年
末
）
集
会
で
、
各
学
級
の
学
級
委
員
二
名
、
専
門
委
員
代
表
六
名
、
計
十
六
名
に
よ
る
「
今
学
期
の
反
省
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
ス
ピ
ー
チ
大
会
を
授
業
と
同
じ
条
件
で
行
っ
て
い
る
。
以
上
の
学
習
に
よ
り
、
人
前
で
メ
モ
を
見

。

、

ず
に
決
め
ら
れ
た
時
間
以
上
自
分
の
考
え
を
話
す
力
を
多
く
の
生
徒
が
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た

と
こ
ろ
が

話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
の
共
通
点
は
、
覚
え
た
柱
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
時
間
を
気
に
し
て
話
す
こ
と
が
精

、

。

、

、

一
杯
で

聞
き
手
の
反
応
な
ど
全
く
気
に
し
て
い
な
い
の
が
実
態
で
あ
る

そ
の
こ
と
に
よ
り

感
動
が
少
な
く

次
第
に
聞
き
手
も
退
屈
し
、
聞
く
こ
と
に
集
中
で
き
な
く
な
る
と
い
う
課
題
が
生
じ
て
き
た
。

○

以
上
の
点
か
ら

「
屋
久
島
学
習
」
の
発
表
会
で
活
用
す
る
た
め
の
「
説
得
力
の
あ
る
表
現
の
仕
方
に
注
意
し

、

て
話
し
た
り
聞
い
た
り
し
よ
う
～
聞
き
手
を
惹
き
つ
け
る
話
し
方
を
身
に
つ
け
よ
う
～
」
を
設
定
す
る
。
指
導
に

あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
話
が
上
手
な
歌
手
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
「
テ
ー
プ
（
Ｃ
Ｄ
）
起
こ
し
」
か
ら
表
現
の
工
夫
を

削
除
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
読
ま
せ
る
。
次
に

「
テ
ー
プ
（
Ｃ
Ｄ
）
起
こ
し
」
を
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と
比
較

、

さ
せ
、
繰
り
返
し
や
言
い
換
え
を
分
析
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｄ
を
聴
か
せ
、
話
術
の
巧
み
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

そ
し
て
、
話
し
方
（
強
弱
・
速
さ
・
間
の
取
り
方
等
）
や
特
徴
を
分
析
さ
せ
、
分
析
結
果
を
発
表
し
合
う
こ
と
に

よ
り
、
聞
き
手
を
惹
き
つ
け
る
話
し
方
を
理
解
さ
せ
る
。

伝
え
た
い
こ
と
を
話
す
際
に
、
聞
き
手
に
聞
く
意
識
が
低
い
と
感
じ
た
り
、
自
分
の
意
図
が
伝
わ
っ
て
い
な
い

と
判
断
し
た
り
し
た
と
き
、
そ
の
ま
ま
話
し
続
け
る
の
で
は
な
く
、
わ
か
り
や
す
く
言
い
換
え
る
、
そ
の
場
で
他

の
表
現
を
挿
入
す
る
、
繰
り
返
す
、
場
の
雰
囲
気
を
変
え
る
な
ど
臨
機
応
変
な
対
応
（
判
断
力
）
が
必
要
と
さ
れ

る
。場

面
、
相
手
、
内
容
な
ど
で
話
し
方
は
様
々
で
は
あ
る
が
、
こ
の
学
習
に
お
い
て
聞
き
手
を
惹
き
つ
け
る
話
し

方
の
一
部
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
は
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
今
後
の
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
役
立
つ
も
の

と
思
わ
れ
る
。



四 単元の指導計画・評価計画

指導事項 ２，３年Ａウ 話の内容や意図に応じた適切な語句の選択，文の効果的な使い方など説得力のある表現の仕方に注意して，話したり聞き取ったりすること。
言（１）エ 相手や目的に応じて話や文章の形態や展開に違いがあることに気付くこと。

単元の評価規準 ○話の内容や意図に応じて，説得力のある表現の仕方に注意して，話したり聞き取ったりしようとしている。
○わかりやすい表現や相手の反応に留意して話したり聞いたりすることができる。
○相手や目的に応じて話や文章の形態や展開に違いがあることに気付くことができる。

配 具体の評価規準 学習活動(言語活動) 指導上の留意点 (関心・意欲・態度) (話す・聞く，書く，読む，知識・理解・技能)
【 】時 (評価の方法) 十分満足できる状況【 】 おおむね満足できる状況A B

第 関 わかりやすく説得力のある構 １ 学習のねらいや流れを確認する ・発表会用のプレゼンテーシ: 。
１ 成を工夫しようとしている。 ２ 発表の全体の構成を理解する。 ョンソフトはグループで作
次 〈様相チェック〉 ３ よい構成のポイントを考える。 成するが，今回はあえて個

４ 発表の全体の構成を考える。 人で作らせる。
２ ５ 発表用の簡単な絵コンテを作る ・工夫し，意欲的に構成。

（ワークシート①） を考えようとしてい
６ 班の中で発表し，アドバイスし ・司会は発表者の左隣の生徒 る。

てもらう （ワークシート②） が行い，時計回りに司会と。
７ モデルの絵コンテを見る。 発表者を交替させる。

話 わかりやすく説得力のある構 ８ モデルやアドバイスを参考に， ・ワークシート②によい点や ・聞き手が興味をもち，十分 ・聞き手が理解しやすい構成:
成を考えることができる。 ワークシート①を修正する。 修正点をメモさせ，発表者 に理解できる構成を考えて を考えている。
〈ワークシート①分析〉 ９ 学習を振り返る。 に手渡しさせる。 いる。

( ) （ プレゼンテーションソフト ・事前に構成がよい１作品を2 10「
を作成する 」は総合的な学習の 選んでおく。。
時間で行う ）。

第 関 わかりやすく説得力のある表 １ プレゼンテーションで説明する ・４～５分で発表できる原稿 ・自ら進んでわかりやす:
２ 現を工夫しようとしている。 スピーチ原稿を書く。 を書かせる。 いスピーチ原稿を考え
次 〈様相チェック〉 （ワークシート③） ・発表会では，原稿を読むだ ようとしている。

話 わかりやすく説得力のあるス けではなく，聞き手の反応 ・プレゼンテーションの内容 ・わかりやすく，伝わりやす:
１ ピーチ原稿を考えることがで を感じ取りながら話すこと がイメージでき，わかりや いスピーチ原稿の柱を考え

きる。 を確認する。 すく工夫したスピーチ原稿 ることができる。
。〈ワークシート③分析〉 の柱を考えることができる

１ 関 聞き手を惹きつける話し方を ２ ワークシート④を読む。 ・ の内容から表現の工夫 ・ワークシートや を: CD CD
見いだそうとしている。 ３ ワークシート④と⑤を比較し， を削除したワークシートを もとに，聞き手を惹き

本 〈様相チェック〉 分析する。 準備する。 つける話し方を意欲的
話 聞き手を惹きつける話し方を ４ 話術が巧みな歌手の を聴く ・強弱，速さ，間の取り方， に分析しようとしてい ・強弱，速さ，間の取り方， ・強弱，速さ，間の取り方，: CD 。

時 分析することができる。 ５ 他の分析結果を聞き，話し方の 繰り返し，言い換えなどの る。 繰り返し，言い換えなどを 繰り返し，言い換えなどを
〈ワークシート⑤分析〉 工夫を知る。 方法があることを押さえる している箇所に気付き，印 している箇所に気付いてい。

や書き込みが十分にできて る。
いる。

１ 話 聞き手を惹きつける話し方を ６ ワークシート③を修正する。 ・聞き手の反応を予想し，ワ ・聞き手の反応を予想し，ワ:
することができる。 ７ 班の中でリハーサルを行い，ア ・時間を計り合うとともに， ークシートの修正が十分に ークシートの修正をしてい
〈ワークシート③分析〉 ドバイスしてもらう。 ワークシート⑦に感想やア できている。 る。

（ワークシート⑥） ドバイスを書かせ，発表者 （・時間内に，聞き手の反応 （・時間内に，聞き手の反応
( ) （話 聞き手を惹きつける話し方 （ ８ 発表会を行う 」は総合的な に手渡しさせる。 を意識し，惹きつけながら を意識しながら，わかりや3 : 「 。

をすることができる。 学習の時間で行う ） わかりやすく話すことがで すく話すことができる ）。 。
〈スピーチチェック ） きる ）〉 。

１ 関 聞き手を惹きつける話し方の ９ 相互評価を行うとともに学習全 ・聞き手を惹きつけなが:
大切さを学び，今後へ生かそ 体を振り返る。 ら，わかりやすい説明
うとしている。 〈ワークシート⑦） をするポイントを理解
〈ワークシート⑦分析〉 し，それを今後の学習

に生かそうとしてい
る。



五

本
時

平
成
二
十
一
年
十
月
七
日
（
水
）
五
校
時

第
二
学
年
〇
組
教
室
（
第
二
次
２
／
４
）

１

本
時
の
具
体
の
評
価
規
準
・
評
価
方
法

聞
き
手
の
反
応
を
意
識
し
た
表
現
を
聞
き
取
り
、
聞
き
手
を
惹
き
つ
け
る
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え

を
深
め
て
い
る
。

〈
様
相
チ
ェ
ッ
ク
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
分
析
〉

２

資
料
等

①

学
習
の
手
引
き

②

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
④
（
Ｃ
Ｄ
の
内
容
か
ら
表
現
の
工
夫
を
削
除
し
た
も
の
）

③

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
⑤
（
テ
ー
プ
起
こ
し
を
し
た
も
の
）

④

Ｃ
Ｄ
（
さ
だ

ま
さ
し
）

⑤

Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー

３

本
時
の
指
導
計
画
・
評
価
計
画

学
習
活
動
・
内
容

Ａ
の
状
況
・
Ｂ
の
状
況

配
時

過
程

主
な
言
語
活
動

指
導
上
の
留
意
点

資
料

Ｃ
の
状
況
の
生
徒
へ
の
手
だ
て

形
態

（
分
）

導
入

１

本
時
の
目
標
を
確
認
す
る
。
○
「
学
習
の
手
引
き
」

①

一
斉

５

を
再
度
説
明
し
、
学

聞
く
人
を
ひ
き
つ
け
る
話

習
の
目
的
を
確
認
さ

し
方
を
身
に
つ
け
よ
う
。

せ
る
。

展
開

２

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
④
を
読
む
。
○
黙
読
後
、
生
徒
一
名

②

一
斉

８

に
音
読
さ
せ
る
。

３

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
④
と
⑤
を

○
繰
り
返
し
、
言
い
換

③

個
で
で
き
な
い
生
徒
は
班
で
相
談

個

０

比
較
し
、
話
し
方
の
工
夫
を

え
な
ど
に
気
付
か
せ

し
、
気
付
か
せ
る
。

↓

１

し
て
い
る
部
分
に
印
を
つ
け

る
。

班

る
。

Ａ

繰
り
返
し
、
言
い
換
え
な
ど
を
し

て
い
る
箇
所
に
気
付
き
、
ど
の
よ
う

４

全
体
で
確
認
す
る
。

○
線
を
引
か
せ
、
全
体

な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
か
分
析
し
て

一
斉

７

で
確
認
さ
せ
る
。

い
る
。

Ｂ

繰
り
返
し
、
言
い
換
え
な
ど
を
し

５

Ｃ
Ｄ
を
聴
き
、
話
し
方
の

○
強
弱
、
速
さ
、
間
の

④

て
い
る
箇
所
に
気
付
い
て
い
る
。

一
斉

８

工
夫
を
し
て
い
る
部
分
に
印

取
り
方
な
ど
に
気
付

⑤

を
つ
け
る
。

か
せ
る
。

６

聞
く
人
を
ひ
き
つ
け
る
話

○
色
付
け
さ
せ
、
全
体

一
斉

０

し
方
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

で
確
認
さ
せ
る
。

１

ま
と
め

７

本
時
の
ま
と
め
と
次
時
の

○
次
時
は
ワ
ー
ク
シ
ー

一
斉

２

予
告
を
聞
く
。

ト
③
を
修
正
し
、
話

す
練
習
を
行
う
こ
と

を
確
認
す
る
。
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